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佐久間弘道教授　略歴・主要業績

１　略　歴
　学　歴

昭和３８年３月　東京大学法学部卒業

　職　歴

昭和３８年４月　日本勧業銀行（現みずほ銀行）入行

昭和５５年１月　大阪支店貸付第三課長

昭和６３年７月　本店調査部次長（法規担当）

平成３年９月　第一勧銀総合研究所法規調査部長

平成５年６月　第一勧銀信用開発㈱（現みずほ信用保証㈱）取締役

平成１０年４月　國學院大學法学部教授（民法担当）

平成１６年３月　弁護士登録（東京弁護士会）

平成１６年４月　駒澤大学法科大学院教授（民法、金融法担当）

平成２１年３月　同法科大学院定年退職

２　業績目録
著書

１．石井真司監修「営業店の金融法務」経済法令（１９９３年２月）（２００１年８月

七訂版）（全４２３頁）（共著）、担当部分（２８７頁～３３４頁）貸出金等の債権に対

する管理・回収部分について記述。

２．「共同抵当の代価の配当に関する研究」第一勧銀総合研究所（１９９２年６月）

（全１９３頁）（単著）

３．「共同抵当の理論と実務」金融財政（１９９５年５月）（全５９９頁）（単著）

４．浦野雄幸編「判例・先例コンメンタール　新編不動産登記法第４巻」三

省堂（１９９９年７月）（全４８３頁）（共著）、担当部分（４３５頁～４６７頁）（１２２条～

１２５条）

５．河野玄逸＝北秀昭編「保証契約の法律相談」青林書院（２００３年１月）（全
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５０８頁）（共著）、担当部分（２３５頁～２６２頁）代位弁済の部分

６．「根抵当の実務」金融財政（２００６年３月）全２１９頁（共著）

論文（２０００年以降分）

１．「物上代位に基づく差押えの意義」（賃料債権の譲渡と抵当権の物上代位と

の優劣に関する最二小判平１０．１．３０の見方）金融法務事情１５７９号２１頁（２０００

年５月）（２０００年６月）（２１頁～３０頁）

２．「賃料債権の譲渡に優先する抵当権者の物上代位権の問題点と賃借人の相

殺権」國學院法学３８巻３号１頁～３８頁、４号３７頁～８３頁（２０００年１２月、２００１

年３月）

３．「抵当権価値権論と抵当権による占有排除」金融法務事情１６０３号（２００１年

２月）（６頁～１４頁）

４．「共同抵当不動産が異なる物上保証人所有の場合における同順位抵当権者

に対する配当方法」金融法務事情１６１８号５８頁（２００１年８月）（５８頁～６６頁）

５．「共同抵当権の目的不動産の一部に他の抵当権が同順位で設定されている

場合の同時配当」銀行法務２１．５９６号７４頁（２００１年１０月）（７４頁～８０頁）

６・「ネット払い預金の払戻しにつき厳格な本人確認手続を定めた銀行の注意

義務の程度――大阪高判平１４・３・２６の問題――」金融法務事情１６４５号２３頁

（２００２年６月）（２３頁～３１頁）

７．「融資残高の一部のみを記載した残高証明書を発行した銀行の第三者に対す

る不法行為責任」判例タイムズ１０９４号１０１頁（２００２年９月）（１０１頁～１０５頁）

８．「遅延損害金の誤記と債権計算書による増額訂正

　共同抵当不動産の一部に他の抵当権が同順位で存する場合の同時配当」銀行

法務２１・６１５号１６頁～２２頁（２００３年３月）

９．「共同連帯保証人相互の求償と弁済による代位」金融法務事情１６６７号３１頁

（２００３年６月）（３１頁～４０頁）

１０．「１個の抵当権が数個の債権を担保しそのうちの１個の債権が代位弁済さ

れた場合の売却代金の配当」金融法務事情１７５９号４０頁（２００６年１月）（４０頁

～４７頁）




